
　 2017 年 4 月の通常国会において、政府が規制緩和の一環として提案した主要農作物種子法（以

下種子法）の廃止案が可決された。

　種子法は昭和 27 年に制定された。野菜や花卉（かき。観賞用植物）については、品種特性が維持さ

れないハイブリッド技術が急速に普及するなど、ビジネスとして成り立つことから民間事業者の扱

いが主流になったが、主要農作物はハイブリッド化しにくく、種子の増殖率も低く、さらに基本食

料という特性から、公的機関が種子法によって、原種、原種の圃場（ほじょう。田畑）・生産管理、新

品種の育成、種子の生産・流通・管理、さらには優良品種の指定を義務として担ってきた。

　「最近における農業をめぐる状況の変化に鑑み」、「民間の品種開発意欲を阻害している」などの理

由でこの法律が廃止されることによって懸念されるのは、法的根拠の後ろ盾を失った公的機関では、

予算を確保できず、種子事業の継続が難しくなりそうだということである。廃止案には事業継続の

ための継続的な地方交付税の確保を国に求める付帯決議がついているが、付帯決議がただの努力目

標である以上、何の保証もない。

　長期的にみると、種子事業から公的機関が撤退することで利益を得るのは、ごく限られた一部の

大企業のみである。種子の価格については、民間企業で育成、販売される種子が公費で負担されて

いる現在より安価になることは考えられず、加えて国内外の中小企業が大がかかりな投資と設備が

必要な種子事業でそれほどの競争力と利益が得られるとは考えにくい。

　ホームセンターでも種を購入できる今の時代、公的な機関が何故それほどのことをしなければな

らないのか、民間に開放して競争させたほうが、品質・価格とも良い結果が出るのではないかとい

う意見もあるかもしれないが、種子とその遺伝情報については慎重にあるべきであると考える。

　昭和 27 年に制定されたということから見られるように、種子法は戦中・戦後の食糧難を経て、

食糧と種子の確保は国の安全保障のために民間に委ねるのではなく、国の責任のもとで為すべきと

いう判断から制定されたものである。エネルギーと並び、薬（農薬を含む）と種苗を含む食料の確保

は国の安全保障に関わる問題であり、必要な投資の規模の大きさも伴って多国籍企業が最も力を入

れる分野でもある。民間企業の目的は安定供給ではなく利益向上にある。特性が一代限りといわれ

る交雑品種においても、次世代には発芽させない特定因子を遺伝子に組込んだ「自殺する種子」と

呼ばれるものまで開発し、継続的な購入を強いることで自社の利益を追求する。

　「種を制したものは農業を制す」と言われるように、種子は、最も基本的な農業資材であり、農作

物の素材になっている遺伝資源は人類共有の公的な財産である。これまで中小を含む多くの種子会

社が遺伝資源管理の一端を担ってきたが、そうした種子会社がモンサントなどの多国籍企業によっ

て世界中で次々と囲い込まれてしまい、公的財産であるはずの遺伝資源をもとに改良された新品種

が、知的所有権、育種者権の強化によって一部企業の特許の対象になることで、他人が自由にそれ

を使えなくなってしまった。インドでは地域の綿花をＧＭ（遺伝子組み換え ) 種子で独占した後、種

子価格の高騰で綿花農家に自殺者が続出して社会問題になったこともある。またカナダなどでは

GM 種子企業が一般農家を相手に特許侵害を理由に訴訟を起こす事態も起こっている。植物の遺伝

情報は隔離することこそ難しいが、拡散することはその本質であり、それを防ぐことは極めて困難

であるし、自然界から見れば GM 遺伝子の拡散は汚染に他ならない。一つ注意しておきたいのは、

一般的に言われる遺伝子組み換えの問題はその生物学的危険性の問題が主であり、ここで論じてい

る多国籍企業の種子・食糧の独占の問題とは論点が異なる。遺伝子組換え生物等の使用等の規制する

法律 ( 通称カタルヘナ法 ) が既に存在するので、種子法が廃止されたからと言って即座に GM 作物が

大量に生産され、流通することは考えづらいが、長期的に種子の独占が進めば、否応なしに GM 作

物を育てるしか選択肢がなくなる未来も十分考えられる。

　こうした問題をはらんだ廃案法を唐突に提出し、ろくに審議もせずに可決させたということは、政

府がこの案がはらむ問題点を把握していたからこそであると推測できるし、種子法を廃止すべきとい

う圧力がかかっていたであろうことは明白である。そしてその圧力の最たるものは多国籍種子企業の

意向を受けたアメリカ政府であることは容易に想像できる。敗戦という多大な犠牲を払って得た国家

百年の計を、大国の自国主義と経済至上の新自由主義に引きずられ一足飛びに放棄することは、政府

の長期的責任の放棄である。

　2003 年までの 6 年間、多国籍種子企業が愛知県農業試験場とコメ品種のＧＭ化の共同研究を行っ

ていたが、58 万人に及ぶ反対署名で断念した経緯がある。市民による意思表示が事態を変えること

も可能であるということを忘れずにいたい。併せてベランダの片隅のプランター栽培でもいいので、

作物が種から育つ不思議さというものを改めて実感してみてはどうだろうか。

　昨年 12 月 26 日から 30 日まで、日キ教組連（＊1）主催（引率
は聖学院高校教諭西浦昭英さん、友和会会員でもある）の第 17 回沖縄
平和の旅に参加した。これで 4 回目の参加であるが、今回ほど
沖縄が現政権による過酷な抑圧にあえぎ苦しんでいる姿に慄然
とさせられたことはない。以下、訪れた場所、出合った人びと
の姿などを通して、私の見た沖縄の姿と日本について記す。

辺野古の海
　12 月 26 日、その日は基地建設に反対するための座り込みが
始まってからちょうど 5000 日の節目の日だった。記念集会が終
わったあと到着した午後のテント小屋は静かで、辺野古の海と
空は穏やかで美しく澄み切っていた。
　東京から名護市に移り住み、基地建設反対の様子や沖縄の海
の美しさをブログで発信し続けている写真家の山本英夫さんか
ら説明を受ける。沖縄の民意を踏みにじって埋め立て工事を強
行されている実体と建設準備が進む巨大な軍事基地の説明の後、
山本さんの口から驚くべきことが報告された。「辺野古は普天間
基地を返すための代替地という口実で工事が進められているが、
とんでもない。普天間は返ってこない。昨年稲田前防衛大臣が、
『条 件が満たされなければ普天間基地の返還はない』と言い、い
まは8項目の条件のうち一つしか満たされていない」とのことで、
「普天間基地が返ってくるなら辺野古はやむを得ない」とほとん
どの人が政府を信じているが、大間違いであると言われた。
　そのあと、三回に分けて金井創牧師が船長をされている抗議
船「不屈」に乗って、辺野古工事現場の海、仕切りブイの外側
を巡った。ブイの外側を航行しているにもかかわらず、内側の
海上保安庁の監視ボートから、大音響の威嚇の声が浴びせられ、
警備会社のボートに追尾される。そして、悲しみがこみ上げて
来たのは、遠くに停泊する漁船の姿である。国に雇われた漁師

の舟「警戒船」である。魚を捕ること
を止めて、自分たちの美しい海を潰し
ている工事の警備を担っている。漁民
達はカネに跪いた人と、抗う人に分断
され、共同体は壊れてゆく。沖縄では
政府の札束作戦はこうして成果を上げ
つつある。

伊江島の軍事施設
　ヌチドウ宝の家で館長の謝花悦子さ
んのお話を聞く。「この国、特に沖縄は、
国のおカネにどんどん潰されて行って
いる」とうめくように語られた言葉が、
辺野古の漁船の姿と重なって重苦しく
胸に突き刺さった。
　反戦資料館に「原爆模擬爆弾」が沢
山陳列されている。謝花さんも登場す
る年末放送されたドキュメンタリー番
組、NHKBS スペシャル「沖縄と核」に
よると戦後、中国・ソ連を標的にした
米国の核兵器が伊江島にも配置され、
発射や投下訓練が行われていたと報じ
ている。阿波根昌鴻さんが農民学校を
作ろうとしていた島の西部ではいま米
軍の施設には立ち入ることは出来ない。
沖縄に、核兵器はあるのか。①米国は「あ
るかないかは言わない」と言うが、②日
本政府は「（佐藤・ニクソンの）密約は現
在無効で、核は持ち込ませない」と言う。
どちらが正直に答えているだろうか。
九条を放棄し、この国が戦争に巻き込
まれたら、真っ先に攻撃されるのは軍
事施設が集中している沖縄なのだ。本
土はそれでいいと言って許されるのか。
沖縄、辺野古の現実はその事が問われ
ている。

日時：2017 年 12 月 2日　10：00 ～ 17：00　
場所：キリスト友会、東京月会会堂 
議長：岡田、水戸　書記：水戸
〔議　事〕
（1）●　次期理事推薦候補者及び役員人事案の検討：打
診・検討結果から理事候補として次の方々（15 名）を総
会に提案する。順序不同。前田朗　冨田成美、関本克良、
中林憲一、安達正敏、佐藤豊、木村宥子、朝倉惠、岡田義之、
鈴木佳子、野副達司、野村晋一、池田泉、石渡能子、水戸潔。
●　次期役員人事が話し合われた。
（2）会則修正案について：役員人事に関し、いままでの
経緯、諸団体との人脈を熟知している役員が首都圏に不
在となることが予想される為、事務局長より「アドバイ
ザー」という役職の設置が提案された。職務としては「ア
ドバイザーは理事会の求めに応じて理事会に出席し会の
運営につき助言する。また、理事会の求めに応じて対外
団体へ理事長代理として出席できる。」として総会に案
として提出することで了承された。
（3）2018 年全国大会について
（ア）日程と場所（案）：8月21日、22日、23日（オプション）、
若者イベントは 20 日とする。場所は、広島県三次市甲
奴町。会場はジミー・カーターシビックセンター。

巻  頭  言

種子法廃止から考える国家百年の計 
                                                                             岡田   義之

今年は、日本の生死の正念場
                                                      
                                                                                    柴野　徹夫

     　　 　　　　知らないって怖いこと。知らされないのは、もっと怖いこと。
                    そして、知ろうともしないなら、それはあなたご自身（主権者）の罪。
             さらに知っているのに行動しないとなら、あなたって、一体誰ですか？

沖縄の姿と日本①

水戸　潔

座り込み 5000 日

　迎春――。でも、胸騒ぎと苛立ちの連日。この不
安と怒りは何だろう？
　原因は明らか。激動する内外情勢だ。またしても
世界は「戦争地獄」に踏み込んだか？
　想えば，あの大戦から72年、世界のどこかで毎年、
大小の戦争がくり返されてきた。朝鮮戦争、ベトナ
ム戦争、湾岸戦争、アフガン・イラクに始まる中近
東戦争・・・。
　今また北朝鮮を制裁と挑発で追い込んでの「アジ
アでの戦争」に火をつけようと隙を窺っている米日
の「死の商人たち」（軍需産業群=軍産学複合体）の暗躍・
策動が、背後に見え隠れしている。
　ブッシュ政権時の米高官だったアン・ライト女史
（元沖縄基地の将校、のちアフガニスタン・モンゴルなど６
カ国の大使代理。イラク侵攻に抗議し辞任。以後、反戦活
動に献身。わがＫ９ＭＰとも親交あり）は、何度も繰り
返し、ぼくらに警告してくれた。
　「アメリカは、つねに外に敵を作り、紛争を起こ
したり、ときにはテロリストを故意に育成したり
操ったりして、そのテロ行為を口実に戦争を仕掛け
て大儲けする国です。
　そして重要情報ですが、米政府は、世界の最重点
軍事戦略拠点地区を、中東からアジアに移す極秘決
定をしました。黄海・日本海での史上最大の米韓軍
事訓練の繰り返し。
　日本のアベ政権は一貫して米国の言いなり。すで
に日本の軍隊＝自衛隊の各基地内では、米軍と共同
で、同じ最新鋭装備で実戦攻撃訓練に邁進中です。
日本の皆さんが、早くその現実に気づいて、平和の
ために行動してほしい。それは平和憲法を守り続け
ることです。
　早くからアメリカは，日本政府に『９条改憲を急
げ！ 自衛隊は米軍の最前線部隊たれ！』と命令し
続けてきました。でも、それが実現しなかったのは、
皆さんの国民世論が、それを許さなかったからです。]

　「すべてはアメリカ ファーストでやるぞ！」。アメ
リカ大統領トランプは、就任早々、内外に大声で叫び、
世界を唖然とさせた。「汚い便所のような避難民なん
か追い払え！」「　メキシコ国境に万里の長城を築い
ても良い」。「北朝鮮を炎で消滅させる全ての選択肢
が私の机上にある」。「エルサレムをイスラエルの首
都にする」。・・・
　これに対し、即座にアベ首相は「日米同盟の一層
の強化・一体化！」。「われわれは 100％米国と共に
ある」と応じた。
　さらに「2020 年までに憲法を変えたい！」とまで
公言し、着々と作業を開始。
　国の最高責任者である首相が、国の理念・進路を
定めた憲法を、期限まで切って「改憲宣言」すると
いうこと自体、国民全体に背反する「クーデター（国
家転覆）宣言」ではないか。憲法には、権力者の「憲
法各条の理念尊重・擁護義務・責務」が明確に規定
されているのに。
　しかもアベの改憲案の主軸は、「戦争放棄と平和主
義、陸海空など軍隊は、永久にこれを保持しない」
とした第 9 条をそのままに、そこに自衛隊の存在を
明記しようというのだ。
　これは安保法制（戦争法）の制定･施行を受けて、
集団的自衛権の行使が出来る自衛隊を合憲化すると
いうもの。また自衛隊の存在を憲法に明記すること
は、「戦力の不保持と国の交戦権を否認した憲法 9 条
2 項」を空文･死文化させる。そうなれば自衛隊は海
外のどこへでも公然と出撃出来ることになる。
　今年は、日本と世界の進路を左右する正念場だ。
すでにアベ首相夫妻は、政府専用機で何十回も海外
訪問をしているが、何十人もの「死の商人たち」のセー
ルスマンを同伴し、主として原発と最新兵器を売り
まくっており、世界に顰蹙を広げていることも忘れ
てはならない。
　ローマ法王フランシスコが、昨年末、日本の被爆

者らと面談し、「核兵器の保有だけでも、断固とし
て非難されるべきだ」と初めて公言したことも、重
要な朗報だ。法王は、原爆投下後の長崎で撮影され
た「焼き場に立つ少年」の写真をカードに印刷し、「戦
争が生み出したもの」との言葉をつけて世界に広め
るよう指示。法王は核廃絶を強く訴えてきたが、バ
チカンは昨年 9 月 20 日の署名開始初日に核兵器禁
止条約に署名・批准を済ませている。
　日本国内でも、「9 条改憲の国会発議は許さない」
という世論は、日ごとに高まっている。日本世論調
査会の昨 12 月の調査で、「9条改憲に反対」が 53％。
「改憲論議は急ぐ必要なし」が 67％。国会の議席で

は改憲派が多数だが、国民の過半はそれを望んで
いない。それなのにアベ首相（自民党総裁）は、新
年早々、「改憲論議は歴史的使命だ」と党内に檄
を飛ばした。
　「アベ 9 条改憲反対 3000 万署名」の達成が、日
本と世界の明日を決めるカギになると、ぼくは思
う。今年は、日本とアジアの未来を左右する正念
場だ。
　日本の主権者は、世界に冠たる平和憲法を守り、
誇りを持って活かして行こう！　それが神や仏の
説く教え（真理）でもある。
　（ジャーナリスト・憲法９条メッセージ･プロジェクト）
　
　

　残念ながら衆議院解散総選挙で過半数を確保した与党はいよいよ改憲に突き進む姿勢です。
　お伝えしておりますように、この事態を見通したかのように、去る 9 月 8 日、「安倍 9 条改憲
NO!、全国市民アクション」が、澤地久枝さん、瀬戸内寂聴さんら 19 人で立ち上げられ、「3000
万人署名運動」が呼びかけられました。日本友和会もこれに賛同し、重点行動として取り組みます。
　これは、現在の有権者数、投票率などから推計して、3000 万人署名が集まれば、仮に国民投票
に持ち込まれても改憲を阻止できる、とどめとなるきわめて重要な平和のための社会実験です。署
名用紙を、友和誌に同封しましたので、できるだけ多くの署名を集めてくださいますよう、切にお
願いいたします。
　なおこの署名は住民投票ではありませんので、子ども、外国人も出来ます。ご近所だけでなく、
遠隔地の友人、知人、親類にも呼びかけて下さるようお願い致します。（住所の欄は仝上、”” など
は避け、一人一人番地までお書きください。）　　
　　　署名用紙の送り先：432-8033　浜松市中区海老塚 2-25-509　水戸 潔 ( 日本友和会事務局）

ハンセン病療養所愛楽園、通底する差別の構造
　元ハンセン病患者であった平良仁雄さんの詳し
い施設案内と説明を聞いたあと、夕刻、実父がハ
ンセン病であったことを 40 年経って知った奥間政
則氏の証言と告白は衝撃であった。
　政則さんの実父は息子に自分がハンセン病であ
ることを明かさぬまま亡くなった。2015 年、奥間
さんは愛楽園で学芸員の辻央（つじ　あきら）氏（愛
真高校出身）に出会い、彼がまとめたハンセン病患
者の証言集を見せられ「この証言はあなたのお父
さんの証言ではないのか」と言われ、父の苦悩に
満ちた人生を知った。そこで彼が受けた衝撃はハ
ンセン病者に対する冷酷な国策（ライ予防法と差別）
であり、世間の偏見と差別の実態であった。家族

をこの差別から守るため父は自分の事は語らず、
密かに活字で残して逝った。この父に対する国と
世間の差別といま沖縄で行われている国の差別抑
圧は通底すると直感した彼は、基地建設に反対す
る行動につながってゆく。土木が専門である彼は
自分の経験と知識を総動員して、反基地運動と講
演活動で飛び回っている。その訴えは、真実であり、
非常に力強く説得力がある（＊2）。奥間氏は多忙の
中、高江の基地建設地も案内して下さった。
     ＊1：日キ教組＝日本キリスト教主義学校教職員組合連合会
     ＊2：奥間氏によると、現在埋め立てが進んでいる辺野古
　の地層上部は、沖縄石灰岩からなっており、巨大な軍事基
　地の重さには耐えられない（潰される）とのこと。
　また辺野古弾薬庫の近くを活断層が走っており、極めて危
　険な場所であるとのこと。

くらしと自衛隊―経済的徴兵制について―

安達　正敏

（2017 年 7月 12 日鶴岡市桜ヶ丘の山荘で行われた
　　　　第 151 回 あした熟 7月定例会の報告から）

治安維持法と鈴木弼美－独立学園 2.11 講演－④
　　　　　　鈴木弼美の場合その２

今野　和子
　取り調べが行き詰
まったまま　こうして秋
になり冬になり、クリス
マス、そして 1945 年に
なります。正月早々、仙
台、福島から来た検事達
により急速に調べが進捗
し、2月 2日には検事調
書も出来たのに、2 月
12 日、毎月 12 日に更
新される勾留状の切り替
えが行われなかったので

問い合わせると、急に夕方になって釈放だからすぐ出
て行けと言われます。大雪の夜、もう一晩泊めてくれ
と言っても釈放したものは置けないと旅館に送り届け
られます。2 日がかりで、家に帰り着いたのは 14 日
でした。皆で詩篇 126 編を読みました。エホバ、シオ
ンの囚われ人を帰したまいし時、我らは夢見るものの
ごとくなりき・・・涙とともに播くものは、喜びとと
もに刈り取らん。その人は種を携え、涙を流していで
ゆけど、束を携え喜びて帰り来たらん。
　特高の取り調べは、ないことまででっち上げて拷問、
虐待し、獄死した人が 500 人近くもいる中で、弼美と
弥一郎さんは比較的丁寧に扱われ、ひどい扱いは受け
ませんでした。戦局はますます負け色が濃く、本土空
襲も烈しくなっていた 1945 年 2 月という時期に、こ
じつけやでっち上げもなく釈放されたことは不思議です。
　しかし釈放された弼美は不満でした。起訴になれば
裁判で自分の考えを天下に知らしめることが出来るの
にそのチャンスをなくしたのです。「キソニナレバヨ
カッタ」と盛んに言っているのを聞き、小学校 5 年生
の私はまだ起訴という言葉を知らず、木曽になるとは
どういうことだろうと思っていました。
　拘 留 中 弼 美 はヴォ ー リ ズ さ ん か ら 借 り た
『Adventures in Contentment』（高等学校設立後は英語の
テキストに使用）を訳し、また『日本書紀』、『神皇正統記』
などを読んだそうです。私が歴代天皇名を暗記するの
を聞き、実は万世一系ではなかったこと、悪い天皇も
いたことを私に語っていました。
　天皇制については、天皇神格化に強く否定していた
にもかかわらず、先ほど引用したように敬語を使って
天皇を敬い、天皇皇后を国の父母とし、我が国の国体
の麗しさを讃えていることに私は違和感を抱きます。
時代の影響の大きいことを思います。私の小学校時代、

【安倍改憲NO！ 3000 万人署名運動、途中経過報告】
今回も草の根運動の重要性を書いたが、いま日本友和会が取り組んでいる、
3000 万人署名運動は、事務局に署名が集まってきており、11 月 25 日現在、
470 筆となっている。このうち、沖縄から寄せられた署名は 220 筆で、他の地
域を圧倒している。この数字は憲法が変えられてこの国が戦争ができる国に
なったら、沖縄が真っ先にあの惨い沖縄戦の様な風景となるのではないかとい
う、切迫した思いが反映しているのではないだろうか。本土の人たちは、この
現実を真剣に受けと受け止めなければならない。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
　原子力規制委員会（規制委）は 2017 年 12
月 27 日、柏崎刈羽原発 6．7 号機の安全対策
が新規制基準に適合しているとして審査書案
を了承から正式な合格としました。専門家も
含め一般から寄せられた 904 件のパブリック
コメントは全て無視されました。
　前回は、重大事故時の拠点となる「免震重
要棟」や 3 号機に設置予定だった「緊急時対
策所」が耐震不足や防潮堤の液状化の影響で
使えなくなり、二転三転のずさんな審査の末、
急遽 5 号機に変更してなんとか了承となった
ところまで書きました。
　第二の問題として「東電の隠蔽・虚偽体質

には目をつむり、社長が提出した抽象的な決意文
で規制委は適格事業者と認めた」ことがあります。
柏崎刈羽原発の審査は、他の原発と異なり、「東電
に再び原発を動かす資格があるのか」という事業
所の審査が加わりました。
　約 4年に亘る審査の中でも、次々と東電の虚偽・
隠蔽体質が明らかになり、当時の田中俊一委員長
も「かなり重症」と嘆いたほどでした。前回、免

震重要棟の耐震不足を 2 年間隠していたことを書き
ましたが、最大なのは「炉心溶融」（メルトダウン）隠
しです。
　皆様も覚えておられると思います。2011 年 3 月
の福島原発事故で 1～ 3 号機で炉心溶融が起きてい
たのに、それより軽い「炉心損傷」と言い続け、2
か月後の 5 月になって「炉心溶融していた」事実を
東電が公表した問題。なぜ 2 か月も分からなかった
のかという疑問に対して「炉心溶融の判断となるマ

ニュアルがなく、データーの裏付けのないことは言
えかった。その後の解析結果で分かり公表した。」
と説明しました。しかし当時の泉田裕彦新潟県知事
は「マニュアルもなく原発を動かせるのか」と納得
せず、彼が 2003 年に設置した新潟県原子力発電所
の安全管理に関する技術委員会（通称技術委員会・原発
の検証を行う日本で唯一公的なもの）も 2013 年 11 月か
ら 2016 年 2 月まで 7 回に亘り東電と面談で調査・
検証を行いました。その過程で追い詰められた東電
は、事故から 5 年となる 2016 年 2 月、「マニュア
ルがないと思っていたが、本社に原子力災害対策マ
ニュアルがあり、そこに書かれていた判断基準を見
落としていた」と公表するに至りました。しかし技
術委員会はこれにも納得せず検証を続けた結果、6
月には、当時の清水正孝社長が「炉心溶融という言
葉は使うな」と指示していた事実も明らかになりま
した。結局事故 3 日目には「炉心溶融」が分かって
いたけれど、社長以下会社ぐるみでそれを隠し、マ
ニュアルがなかったと嘘を言い続けたのです。しか
し東電が多くの人命が係わる事実を隠蔽したことは
犯罪行為です。避難が遅れ被曝を余儀なくされた
人々の無念は消えません。このような企業に再び原
発を動かす資格などないのです。
　審査の途上でこれらが発覚しても規制委は、東電
の小早川智明社長が提出した決意文「福島の廃炉を
やりとげ、柏崎刈羽原発を安全第一で運営する」を
最終的に評価、その決意を原発の運転・管理ルール
を定める保安規定に盛り込むことで了承しました。
しかし東電の適格性審査について規制委員 5 名が全
員で審議したのは、9 月 6 日の審査会 1 回だけ。9
月 18 日の田中委員長退任前に一気に合格の道筋を
つけたとしか思えません。とにかく規制委は国の意
向に沿って、東電が福島原発事故処理費を捻出でき
るよう柏崎刈羽の早期再稼働を認めたかったので
す。東電は 22 兆といわれる福島原発事故の処理や
賠償費用を、政府や原発事業者でつくる原子力損害
賠償・廃炉等支援機構からの借金でしのいでいます
が、柏崎刈羽を動かすことで年間 2000 ～ 5000 億
円の利益をあげ、経営を再建したいと考えています。
しかし同原発の安全対策に 7000 億円の負担が生じ
ると言われていますし、22 兆という額は業績が良
かった頃の東電の利益 50 年分に匹敵することを思
えば、とても無理な話です。また柏崎刈羽でもう一
度事故が起きれば、東電はおろか日本の経済そのも
のが破綻するでしょう。
　今回の「合格」に対して新潟県の米山隆一知事は

「県として 3 つの検証が終わらなければ再稼働の話
し合いはできない」と言っています。技術委員会と、
米山知事が公約で新たに設置した「健康・生活」「避
難」の委員会です。柏崎刈羽の再稼働が県民にどの
ような影響を与えるのか、事故時の避難はできるの
かを検証するもので、2～ 3年かかるとしています。
また技術委員会は今も福島原発事故の検証を行って
いて、今後は規制委の審査内容も検証するとしてい
ます。これも時間がかかり再稼働は簡単ではありま
せん。
　しかし再稼働にむけ国や東電も動き始めていま
す。1 月 10 日には東電の小早川社長が米山知事を
訪問。かつて小早川社長は、「東電が果たす福島の
責任とは何か」と規制委に問われ、「原子力の活用
で国民に不安を与えた責任がある。原子力が日本に
とって大事だと東電が示していくのが重要だ」とピ
ントはずれな回答をしています。今回も記者が質問
した「立地地域が事故の危険性を抱えることをどう
思うか」に対して、「あらゆる事業にはリスクが伴う」
と答え驚かされました。これがレベル 7 の事故を起
こした企業の言葉でしょうか。原子力のリスクを他
の事業と同等に認識するこの人が、今後再稼働の指
揮をとるのです。
　翌 11 日には経済産業省の日下部聡資源エネル
ギー庁長官が知事を訪ね、「国として再稼働を進め
る」と伝達しています。
　また経済産業省は 2016 年 4 月、規則を改訂し、
原発再稼働に必要な国の審査を全て終えてから 9 か
月たっても稼働しない原発について、立地自治体へ
の交付金を大幅に減額するとしました。新潟県は約
10 億円減のようです。言うことを聞かないとお金
をやらないよという国のいじめです。基地問題で反
対を貫く沖縄県が 2018 年度予算案で、沖縄振興予
算 140 億円減と閣議決定されたのと同じことです。
沖縄県民が翁長知事を支持するように、新潟県の米
山知事を支えているのは、県民の 6 割と言われる再
稼働反対・慎重の民意です。これら民意を尊重して
こそ日本も真の民主主義国家でしょう。そういえば
昨年の総選挙で自民党が大敗したのは全国で沖縄・
新潟の 2県だけでした。
　合格を受けて波乱の 2018 年が始まろうとしてい
ます。再稼働を巡る激しい攻防がどのように進展し
ていくのか、会員の皆様も関心を寄せていただきた
いと思います。

東京電力柏崎刈羽原発の適合性審査書案「了承」の欺瞞②

　大西　しげ子

柏崎刈羽原発

新聞に天皇の写真が載っていると、その部分を疎略
に扱っては畏れ多いという風潮でした。叶水の学校
には奉安殿もご真影もなかったので、私は拝礼しな
いですんだのは幸いでした。
　共に検挙された弥一郎さんのことに触れられませ
んでしたが、鈴木一家の叶水移住から、支えてくだ
さり、検挙される数年前に信仰を持たれました。高
等学校設立以後も 1991 年召天されるまでずっと学
園を応援してくださった方です。
　無教会の先輩、浅見仙作先生は 75歳 1943 年 7月
下旬検挙され、1944 年 2 月 7 日検事調書が完成、
送検されました。2 月 22 日高血圧と胃けいれんで
207 日ぶりに保釈、1944 年 5月 10 日公判懲役 3年
の判決、上告し、1945 年 6 月 23 日大審院で逆転無
罪判決 78 歳でした。治安維持法違反で実刑判決の出
た事件で大審院が逆転無罪判決を出したケースは極
めて珍しいとのことです。矢内原忠雄、政池仁ほか
平和を主張し戦争を批判したことで著書や雑誌が発
禁処分になり職を追われた学者知識人が何人もいま
す。石濱みかる先生の父上は路傍伝道で検挙され人
権指令まで釈放されませんでした。その記録が『あ
の戦争のなかにぼくもいた』という本になっています。
　これらのことは 72年以上前のことですが、現代は、
今の日本はどうでしょう？治安維持法や特高はなく
なりましたが、公安警察が存在し、特定秘密保護法
は運用されています。何が秘密かも知らされぬまま
に特定秘密とされているものは無数にあります。
2015 年 6 月末の首相官邸のホームページによりま
すと、各行政機関に於ける特定秘密が記録された行
政文書は 23万 121 件あります。
　治安維持法犠牲者に国家賠償をという運動の署名
活動を米沢市内の街頭で行った方が、警察に中止さ
せられたそうです。母親大会なども妨害されたこと
もあります。
　政府は憲法 9 条を変えるために着々と周りを固め
ています。安保法制、集団的自衛権と次々に国民を
取り囲む見えない壁を作っています。憲法の自民党
案には天皇制復活も盛り込まれています。
　共謀罪は「テロなど組織犯罪準備罪」と名を変え
て現国会に出されています。2003 年以来 3 回廃案
になったものです。「国際的組織犯罪の防止に関する
国際連合条約」（2000 年）に批准するためだというこ
とです。犯罪を実行しなくても、共謀しただけでつ

まり相談しただけで犯罪になってしまう、憲法が保障
する国民の思想や内心の自由を侵す、治安維持法に負
けないような恐ろしい法案です。憲法改変とともに今
政府が今国会で成立させようとしています。
　建国記念の日の決め方と治安維持法時代とこの二つ
の事柄の底に流れている共通点は天皇制、天皇の神格
化です。治安維持法時代の実体は軍政府の独裁でした
が、国の方針に逆らうことは神である天皇に逆らうこ
ととして国民に強制的に従わせたのでした。天皇制は
国民を従わせる手段です。つまり利用しているのです。
　独立学園は信仰、思想、良心の自由を守ろうとして
います。しかし戦争だけは許しません。絶対非戦論です。
反戦ではなく非戦です。どうぞ皆さん基本的人権が保
証されて、戦争をしない平和の日本であるために努力

　してください。（2017．2．11に独立学園生に語ったもの）

参考：田中伸尚『未完の戦時下抵抗』　岩波書店　荻野富士
夫『特高警察』岩波新書
追記：治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟（略称：国賠同盟）
が毎年署名を集めて国会に請願をしていますが、未だ通りま
せん。地方自治体に働きかけて、国会に意見書を提出しても
らう運動をしています。 
　12 月の小国町議会が意見書提出を採択しました。山形国
賠同盟西置賜支部から請願書を出したのです。請願者として
町議会の委員会と本会議を傍聴しました。小国町出身の鈴木
弼美と渡部弥一郎が不起訴にはなったものの 8ヶ月拘留され
ていた事実が採択の理由ですが、独立学園の存在も認知され
ていることでもあり、四面楚歌だった 1940 年代のことを思
うと感無量です。治安維持法など現代人は殆ど知らないので、
委員の人はネットなどで急勉強したようでした。本会議では
質問も議論もなく拍子抜けしました。              

追悼・小出　啓子さん

田中　良子

　熊谷厚子さんが怪我をした報告をいたします。
事故は 12 月の中旬に高田馬場駅の構内であったそう
です。
　娘さんと別れてすぐそのあと、地上から地下まで
の長い駅の階段の上から下まで一気に落ちたそうで
す。降りるときに頭からさかさまに転落したので階段
の一番下まで転がってしまったようでした。
　気づくと頭から血がポタポタと、四つん這いになっ
て起きようとして、痛くてまわりをみて初めて沢山
の出血に気づき、もっていたストールで頭を押さえ、
まわりにとびちったバッグの中身を集めていたら、
青年が気づいて「どうしました？」と声をかけてく
れて、すぐ近くの交番の警官に知らせてくれたのだ
そうです。
　それから救急車で病院に運ばれ傷を大量の水で洗
い流されるのが痛くて声もでないほどだったので、
その後娘さんに知らせるまで時間がかかったそうで
した。
　陥没？骨折？内出血？とかいろいろな声が飛び
交っていたけれど、なんだかわからないうちに額を
15 針も縫ってしまわれていたそうです。
額の傷は大きくて、生え際からまゆげ近くまで皮膚
がめくれて、動脈が 2 本も切れていたそうです。こ
の傷はかなり大きく残るものと言われたそうです。
　幸いに CT でも頭蓋骨に損傷はみられず、内出血も
認められなかったようです。

　しかし、打撲は酷いもので、今後もまだしばらくは
頭痛や、めまいなどには要注意で、すぐに病院へ行く
ようにといわれているそうです。大間には大きな病院
もないのでそのときには東京へと思っているようです。
　現在は、頭の傷はもちろんですがおでこの神経はマ
ヒしていて感覚が鈍くなっていて、打撲の右手は痛み
がひどく、左手と左足は紫に腫れ上がっているそうです。
　病院を出てからはしばらくの間は、娘さんの同居し
ている友人の部屋に居候させてもらい、12 月 26 日に
ようやく少し動けるようになり、「あさこはうす」に戻っ
てきたそうです。娘さんも仕事があるので 6 日には東
京へ帰り、いまは何とかひとりで生活をしている模様
です。
　事故の時の記憶は曖昧で、足を滑らしたのか、誰か
に押されたのかどうかも、自分ではなんで転んだのか
わからないようです。その時にカメラを失くして中の
データが無くなってしまったのが残念と言っていまし
た。警察にはカメラのことも言ったけど戻ってはこな
いそうです。
　次回の病院の検査はまだ、2 か月も先のことなので
その時には、早割で安く買える飛行機を予約したいと
言っていました。
　皆様からの支援と励ましのおたよりをお願いいたし
ます。

★〒039-4602　青森県下北郡大間町字小奥戸 396　
　　「あさこはうす」熊谷厚子
★「あさこはうす」支援金の送付先　
ゆうちょ銀行　名義：日本友和会　　
記号：10950 番号 : 24122251（会費納入振替口座とは別
番号です。送金者名の名前の前に「あさこ」といれてください）

　　　　【あさこハウス通信⑧】
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　佳子

2017 年度第 4回理事会議事抄録 （イ）大会主題と主題講演講師（案）：主題「核廃絶と憲
法改定問題」、主題講演者：スティーブ・リーパー氏（友
和会員）、その他憲法問題に詳しい方を今後検討する。
（ウ）実行委員長：岡田義之理事、実行委員は実行委員
長から依頼する。
（4）来期総会の予定
2018 年 5月 12 日（土）13：00 ～ 15：00　
キリスト友会東京月会会堂にて
（5）その他
（ア）会計中間報告及び今後の運営見通し：鈴木会計理
事より報告有り。
（イ）会員名簿報告：石渡担当理事より報告説明あり。
（ウ）3,000 署名運動：
（エ）九十周年記念誌関連：現在 180 部在庫あり。時間
を置いて、訂正、補遺の発行を考える。
（オ）JFOR フォーラム：会員約 280 名に対し、参加 94
名で少ない。再度参加を呼びかける。
（カ）スカイプの活用：財政の抑制と遠隔地の検討する。
（6）次期理事会
2月9日（金）～10日（土）一泊、新旧理事合同理事会とする。
キリスト友会にて。

◆安倍 9条改憲反対　3000 万人署名運動に参加を！

　今日では先進国の日本や欧米の貧困層でも、貧し
くて食べられず、だれも助けてくれず、路上で餓死
する人はまずいないと思います。開発途上国のイン
ド、パキスタンの貧困と比較するとわかりますが、
しかしその日本の中でも貧困層の若者が、仕事がな
いからと安易に、深く考えないで、あるいはリクルー
ターに騙されて自衛隊という軍隊に入隊し、集団的
自衛権行使容認閣議決定となり、運が悪ければ海外
の戦場にこれからは派遣されます。さらに運が悪け
れば、戦傷を受けたり殺傷を犯し、また戦死もあり
える時代が近づいてきました。無事に帰国しても、
多くの人が PTSD を発症し自殺するということもあ
りえるのです。アメリカの帰還兵の自殺者が年間
8,000 人以上と、前線の戦闘による戦死者の数を上
回っている。これが「現代の戦争」の現実です。
　今まさに日本がアメリカの経済的徴兵制に追従す
る状況になりつつあると『経済的徴兵制』の著者・
布施祐仁さんは語っています。私にはアメリカと同
じようになるかはまったく分かりませんが、イラク
戦争ではアメリカに追従し参戦したイギリスのよう
になるのか、あるいは戦時徴兵制を導入したドイツ
のようになる可能性もあります。若者は仕事がない
から、お金がないからと入隊します。自衛官は国家
公務員で安定した生活だからと言われていました
が、今や安定した生活は送れない。入隊し 1 任期や
2 任期の数年間勤務するのは誰でもできるし、楽で
一番安易な方法だと考えます。アメリカでは大学の
奨学金を得るために入隊する人が圧倒的に多いよう
です。そしてイラクの戦場に派兵されました。貧困
層の人が戦場に送られるような仕組みがあり、日本
もそうなるのではないかと心配です。
　わたしは「他の仕事を探しなさい」と言いたい。
聖書に「狭い門から入りなさい、広い門は滅びにい
たる道である」とあります、生活のために、お金を
貯めるために自衛隊という軍隊に入るのは、一番安
易な道である広い門から入ることだと言いたいのです。
　布施さんはこの著書によくまとめて書いてくれて
おり感謝でした。アメリカの貧困層の若者と比較し
ながら書いておられるのですが、戦後の日本は対米
従属一本槍で進んで来たわけですが、特に優秀なは
ずの東大法学部卒の外務省官僚がアメリカの意向に
服従し、米軍の戦争支援のために自衛隊の海外派兵
ができるようにと、必死になって同志安倍首相に知
恵を貸しては巧みに誘導して、憲法 9 条改憲を進め

ている状況は悲劇的です。以下、重要と思われる内容
を若干紹介します。
●徴兵制の不安：2015 年 9 月に安全保障関連法案が成
立した。安倍首相は「徴兵制はありえない」という、
どのように自衛隊員を確保していくか「対案」をまっ
たく示さないので徴兵制への不安がきえないが、もし
志願者が激減した場合政府は徴兵制を導入しないのな
ら別の方策をとらなければならない。
●退職した自衛官の K さん：2015 年に高卒後 20 年勤
務した自衛隊を辞めた、その理由は日本の平和のため
でなく、アメリカの戦争に自衛隊が参加することに反
対。14 年の集団的自衛権行使閣議決定が退職を決断さ
せた。「これからはアメリカの戦争に巻き込まれる、そ
れはできない」という。
●ハイスクール・リクルーター：アメリカでも日本で
も最大のターゲットは高校生である。2013 年にリク
ルーターが活動し、1,858 人が入隊し成果を上げてい
るという。
●戦地に行くリスク高まる：2003 年自衛隊初の戦地（イ
ラク）派遣となった。米国ブッシュ政権はイラク攻撃
前から日本に水面下で地上部隊の派遣を求めていた。
その求めに応えるものであった。戦闘死発生スレスレ
のイラク、サマーワ派遣で、たまたま運よく武器使用
にならずに無事帰国したが、いつ戦死者がでてもおか
しくない状況で、「危ないと思ったら自己判断で撃て」
と指導されていた。
●りっぱな嘘：安倍首相は安保法制の国会審議で、ア
メリカの戦争に巻き込まれるのではないかという野党
の質問に「絶対にない、派遣は我が国の国益に従い主
体的に判断する」と繰り返した。元自衛官の H さんは
安倍首相の「国民の生命と平和な暮らしを守り抜くた
めのもの」と繰り返すのはまったくデタラメと指摘す
る。集団的自衛権の行使容認も米軍の後方支援も、ア
メリカの戦争をバックアップするものだ。これからも
専守防衛を貫くべきだ。海外に出て戦争するなら、自
衛官ではなくなる。今後戦死者が出れば、志願者が激
減し徴兵制導入もあり得ると語る。
●上記の他に以下の報告も追加補足した：入隊希望さ
れた貧困家庭の高校生の身近なケース。元アメリカ海
兵隊員でイラク派遣後に PTSD を発症され、ホームレ
ス生活を体験された平和運動家のマイク・ヘインズさ
ん（40 歳）のケース。パキスタンの元自爆テロリスト
のケース。彼はテロ撲滅には貧困・失業対策と教育を
訴えている。　　　　　（山形新聞2017年６月２７日参照）
　　　　　　　　　　　　 　（あした熟会報153号から転載）
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　　　　　   〔運営支援金・寄付金〕として、　　　　　　　　　　　(2017・11・14 ～ 2018・1・16 分、敬称略 )
水戸  潔、渡辺  眞知子、浜松聖書集会、国立聖書研究会、新井  澄子、坂内  宗男・義子、朝倉  恵、石渡  能子、
鎌田  利治、大友  陽子、大野  悦子、大屋  智代、武井  陽一・めぐみ、高柳  博一、野田  弘、前田  朗、三浦  安子、
毛利  俊雄、松井  睦夫、須田  稔、福元  則子、高川  健世、笹井  岩男、オフイススローライフ林  文博、木村  宥子、
石原  昌伸、三科  秀海、市東  禮次郎・清子、謝花  悦子、安藤  豊子、鈴木  玲子、飯高京子

ご協力ありがとうございます。
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◆友和会フォーラムへの参加呼びかけ
　友和誌は二ヶ月に一度発行のため、目まぐるしく変わる社会の情勢にタイムリーに対応するために、
友和誌の補完的機能として「JFOR フォーラム」をネット上に設置し、情報共有、連絡、意見発表などの
場としております。このたび、3000 万人署名の呼びかけも今号友和誌に先駆けて、このフォーラムを使
いました。
　発足時、メールを使っておられる方にメールで招待状を送り、了解頂いた約 90 名の友和会会員が現在
参加しています。現在、フォーラムからのメールを受け取っておられない方で、フォーラムに参加した
い方は、フォーラム管理者である事務局・水戸までメールでお知らせください。名簿に追加します。
なお、メンバーのメールアドレスなどの個人情報は事務局の管理下にあり外部に漏れることはありませ
ん。よろしくお願いいたします。

事務局通信
【2017 年の総括】
１）昨年 10 月、衆院選挙で改憲勢力が３分の 2 議席
を占め、北朝鮮の核兵器による挑発を口実に、安倍政
権は九条改憲に俄然前のめりになってきた。国際社会
では、唯一の被爆国でありながら核兵器禁止条約参加
拒否、北朝鮮との対話も放棄している。
２）沖縄では、県民があれほど基地建設反対の意思表
示をしても、政府は強権で押さえ込み、法廷でも政府
の圧力によって民意を踏みにじり、カネの力で庶民を
懐柔し分断を図っている。
３）唯一明るいニュースは、核兵器禁止条約を推進し
てきた ICAN（アイキャン）がノーベル平和賞を受賞し
たことであった。

【2018 年、友和会の課題】
１）九条改憲阻止のために、他の勢力とも協同し、非
暴力によるあらゆる手段を講じて活動する。今年の優
先課題と位置づけたい。私たちは何ができるのか、冷
静、沈着にアイデアを出し合って、実行してゆく。
２）国によって沖縄になされている差別、抑圧に対し、
沖縄の戦いに連帯し、協同する。
もう一つの課題は、本土の「無関心」との戦いである。

ハンセン病の問題を取り上げた１月 23 日東京新聞コ
ラム「無関心の罪」で鎌田慧氏は言う。「（ハンセン病
家族を）排除した『社会』の側にわたしたちがいた。
無関心は支持であり共犯である」。これは沖縄の姿に
無関心な本土のわたしたちにも言える事であろう。

【安倍改憲NO！ 3000 万人署名運動、友和会の取組】
標題の署名運動は、昨年 12 月 25 日までに 1018 筆
よせられ、呼びかけ団体に第一回目を送付した。
その後、１月末現在 200 余筆が寄せられている。こ
の運動は、５月末まで続ける予定である。なお、友
和会扱いの署名用紙に記載する呼びかけ人になって
下さい。追加印刷時に記載させていただきます。

【沖縄基地問題講演会 in 浜松】
沖縄の奥間政則氏は、ハンセン病であった父に対す
る国の差別・抑圧の構造が、今の沖縄への差別・抑
圧の構造と通底することに気付き、いま全国各地で
基地建設反対の講演を行っている。
浜松市では、３月 18 日（日）18:30~21:30、研修交流
センターにて。「日本友和会静岡支部」と「浜松市憲
法を守る会」の共催。　　（2018.1.28　文責　水戸　潔）

飯高　京子

【編集後記】
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沖縄に学ぶ！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・飯高　京子　3
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我々の抗議船を威嚇
する海上自衛隊

原爆の模擬弾
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よ
う
寄
付
を
し
て
下
さ
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
晩
年
ご
自
宅
を

開
放
し
、
も
よ
り
会
そ
の
ほ
か
の
会
合
に
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
お
と
な
し
い
方
で
は
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
生
き
方
に
は
筋

が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
に
こ
や
か
に
や
さ
し
い
気
配
り
を
い
つ
も

し
て
お
ら
れ
る
方
で
し
た
。

　
　
川
柳
の
落
ち
葉
　
　
　
　
ゆ 

う
こ

I CAN YOU CAN W
E CAN NO NUKES

核
の
傘
返
し
て
旅
立
つ
勇
気
な
く

廃
絶
に
あ
て
に
さ
れ
な
い
被
爆
国

な
り
ゆ
き
で
戦
支
持
に
も
不
支
持
に
も

目
　
　
次

　1995 年、北京で「世界女性会議」開催を
期に、「JFOR 女性の会」が結成されました。
　以後、毎年ニューヨークで開催される「女
性の地位委員会」へ代表を送るべく、小出啓
子さんを中心に努力した結果、1999 年 JFOR
は NGO として国連の経済社会理事会の特別
協議資格を取得しました。当時、わが国では
この資格を持つ NGO はわずかでした。さら
にニューヨークの国連の会議の外、ジュネ－
ブやウィーンの国連支部にも駐在員として
6ヶ月間の通行パスが得られるようになりま
した。これは小出啓子さんの貢献が大きかっ
たのです。

児玉房子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月は 22 日＜通例の第４木曜日＞）               
日時 :２月１５日 ( 木 )１３時３０分～１６時 
場所：駒込ｷﾘｽﾄ聖書集会場 JR 駒込駅下車徒歩 10 分：六義園裏－文京区本駒込６‐11‐16　
テキスト：キム・ドゥシク著山田寛人訳「『平和主義』とは何か～韓国の良心的兵役拒否から考える～」
かんよう出版、２４００円。第１章導入として―私の良心裁判体験記
＊山室信一著『憲法９条の思想水脈』は本年１月で終りました。改憲の波の中必読書です。
報 告 者：坂内宗男さん。是非ご参加をお待ちしています。問合せ→080-5412-9386 坂内

2018 年２月 FOR読書

                                  ◆日本友和会 90周年記念誌の追加購入・訂正事項、
　　　　　　　　　              ご意見などのお願いについて
　標記の記念誌がようやくできあがりました。友和会全国大会に参加された会員の方にはすでにお渡し
しましたが、その他の方にはこの友和誌とともにお配りします。日本友和会の 90 年の歴史を俯瞰し、現
在の日本友和会の立ち位置、課題等を考える格好のテキストであると思います。どうかご活用ください
ますように。併せて、この冊子を友人知人等にお配りして、友和会への理解を深めていただき、入会の
一助としていただければ幸いです。同封して配布した一冊目は無料ですが、追加も有料にて申し受けま
すので、事務局へお問い合わせください。
　また記念誌をお読みになって、記事についての間違いやご意見がございましたら、事務局へお寄せく
ださい。一定の期間、集約し編集委員会で検討し、後日、「正誤表」「補遺」を発行したいと考えております。
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2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（14）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（3）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（5）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（7）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（11）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（13）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（15）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（17） 2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                             　第 709 号（18）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（16）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（12）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（10）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（8）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（6）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（4）

2018 年 2月 10日　隔月 1回 10日発行　　　　　友　　和　　                                          　　第 709 号（2）

　

沖縄に学ぶ

木村一治

　
2
0
1
8
年
の
年
頭
の
所
信
表
明
で
安
倍
首
相
は
、
米
軍
の
軍
用
機

が
頻
繁
に
起
こ
す
普
天
間
基
地
周
辺
の
事
故
か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
は
、
辺
野
古
の
基
地
を
一
刻
も
早
く
完
成
さ
せ
、
移
設
し
た
い
。

引
き
続
き
沖
縄
住
民
に
寄
り
添
っ
て
、
丁
寧
に
説
明
す
る
と
述
べ
た
。

一
方
、
強
力
な
戦
力
を
誇
示
し
つ
つ
北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
止
め
さ

せ
よ
う
と
躍
起
に
な
る
米
国
大
統
領
に
、
わ
が
首
相
は
全
面
協
力
を
表

明
し
た
。
日
本
国
民
の
安
全
を
守
る
と
言
う
な
ら
、
沖
縄
住
民
は
一
体

誰
な
の
か
。

　
最
近
届
い
た
『
伊
江
島
通
信
』
56
号
に
、
辺
野
古
の
基
地
建
設
阻
止

を
訴
え
て
い
た
最
中
に
車
に
轢
か
れ
て
足
を
砕
か
れ
た
平
良
悦
美
さ
ん

の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
記
事
が
あ
る
。
悦
美
さ
ん
は
足
の
骨
が
バ
リ
バ
リ
と

砕
け
た
瞬
間
「
沖
縄
の
人
々
を
い
ら
だ
た
せ
て
い
る
の
は
日
米
安
保
条

約
で
あ
り
、
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
日
本
の
政
治
が
悪
い
。
沖
縄
戦
で

は
足
を
怪
我
し
て
、
逃
げ
る
こ
と
さ
え
出
来
な
か
っ
た
人
々
が
い
た
」

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　
後
日
、
父
親
に
伴
わ
れ
謝
罪
に
き
た
加
害
者
の
青
年
に
「
人
が
大
変

な
目
に
会
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
ほ
っ
て
お
け
な
い
人
に
な
っ
て
欲
し

い
よ
」
と
諭
し
た
。「
私
達
は
人
の
命
を
奪
う
、
人
殺
し
の
た
め
の
基

地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
あ
ん
た
も

来
な
さ
い
。」
と
の
声
か
け
に
彼
が
頷
く
と
、
悦
美
さ
ん
は
彼
が
「
大

事
な
仲
間
」
に
な
っ
た
と
喜
ん
だ
。
妻
の
怪
我
に
つ
い
て
報
道
関
係
者

か
ら
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
受
け
た
夫
の
平
良
修
牧
師
は「
大
切
な
行
動
は
、

犠
牲
を
伴
う
も
の
で
す
」
と
返
答
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　
辺
野
古
基
地
建
設
に
反
対
の
稲
嶺
現
市
長
を
追
い
落
と
す
た
め
、
現

政
権
は
湯
水
の
よ
う
に
金
を
注
ぎ
、
住
民
分
断
を
計
っ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。「
金
で
命
は
買
え
な
い
。
人
類
を
守
る
の
は
軍
備
で
は
な
い
。」

今
回
の
『
伊
江
島
通
信
』
で
、
謝
花
悦
子
さ
ん
は
強
く
訴
え
る
。


